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防災コンテンツを取り入れた体育祭
岩岡防災福祉コミュニティ取り組みについて

岩岡防災福祉コミュニティ
西消防署 消防防災課消防3係

専門家派遣事業
◎目的

阪神淡路大震災から 30 年を迎えるにあたり、消防局として、地域の課題
を解決し、防災福祉コミュニティの活動を一層活性化させることにより、学
生やその親世代を含めた幅広い世代に防災に対する関心を持っていただき、
防災活動に参加していただくことを目的とします。

１ 地域おたすけガイドを活用した災害図上訓練の実施及び見直し

２ 防災ジュニアチームの育成マニュアルの作成及び活動支援

３ 地域防災活動の活動評価及び支援

◎令和５年度実施内容
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具体的な事業内容
１ 地域における防災福祉コミュニティ活動の点検・評価

２ 派遣行政区における防災福祉コミュニティの取り組みに対する活動支援の実施
・一例として、幅広い世代の防災活動への参加に課題がある防コミに、既存の地域行事内（も
ともと人が集まる）に防災のエッセンスを取り入れ、楽しく防災へ触れる機会を作り、防災福
祉コミュニティ活動への理解、参加者の確保につなげる。

・活動実施方法などのノウハウを防コミに残し、今後、継続した地域主催の防災活動につなげる。

３ 市内の他の防災福祉コミュニティへの発信及び共有
・活動評価等をまとめた報告書を作成し、全防災福祉コミュニティへ共有することや、活動事例
の発表の機会を活用し、市内の他の防災福祉コミュニティへの情報共有を図る。

防災福祉コミュニティ活動での問題点
・市街地と違い、農村部と新興住宅地があり、年齢や色々な理由で自治会
活動等への参加が少なくなってきている。

・コロナで、いろいろな行事を開催するノウハウが希薄になっている。

・老若男女、年齢問わず地区の住民が参加する行事があるか。

・自治会員若しくは関係者のみが参加し、不特定多数の参加者や次の若い
世代が少ない。
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・市街地と違い、農村部と新興住宅地があり、老若男女問わず参加できる次世代の
防災活動モデルとして提示できる。

・コロナ等で、いろいろな行事が中止となり、町民運動会の実施ノウハウも同様に
希薄になっている中、新たに行事を作るのでは無く、既存の行事の中に手を加える
ことで実施しやすい環境である。

依頼理由

・地区住民の方に負荷をかけない。

・地区内で、老若男女年齢問わず地区の住民が参加する行事がある。

・新たに行事を増やすのでなく、既存の実施していた行事に組み込むことで行事を
減らす事ができる。

コンセプト

・神戸市で最初に防災福祉コミュニティが結成された地域である。

令和5年度
岩岡町体育祭

岩岡防災福祉
コミュニティ
総合訓練子ども会夏祭り

岩岡町体育祭

・新たに行事を増やさず、地区住民の方に負荷をかけない体育祭
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岩岡町体育祭実施日

日時 令和5年10月15日（日）
9時00分から14時30分

場所 岩岡公園

参加人数 約1000名以上（内、学生等200名以上）

岩岡町体育祭及び防災ブース会場配置図

子ども会出店エリア
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体育祭プログラム
令和元年度 令和5年度

1 競技種目
[対決!バケツリレー] 
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[毛布で担架タイムトライアル]
1 競技種目

[一輪車 土のう運びレース]
1 競技種目
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[消防団分団対抗リレー]
1 競技種目

紙食器づくり
（担当:婦人部・老人クラブ連合会・消防）

2 防災ブース（会場周囲）
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専門家資料提供

地震後の家の中の様子

食器が割れ足りませんでした

水は貴重で洗い物で使える水の確保が大変でした。

専門家資料提供
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専門家資料提供

水消火器的あて
2 防災ブース（会場周囲）
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煙体験ハウス

2 防災ブース（会場周囲）

西消防署配置消防車両展示

ブーム付きタンク車（西29） ポンプ付き救助工作車（西33）
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ご清聴ありがとうございました。


